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■
炎
天
下
の
舞　

二
〇
二
五
年
七
月
十
九

日(

日)

、
花
畑
大
鷲
神
社
（
足
立
区
花
畑

七
丁
目
一
六―

八
）
に
お
い
て
奉
納
獅
子

舞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
長
ら

く
続
い
て
き
た
獅
子
舞
の
現
在
の
姿
を
お

伝
え
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
午
前
八
時
か
ら
神
社
境
内

の
設
営
が
始
ま
り
、
観
覧
席
と
な
る
テ

ン
ト
や
か
き
氷
の
屋
台
な
ど
の
組
み
立

て
が
着
々
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。
一
方
、

獅
子
舞
の
行
列
が
ス
タ
ー
ト
す
る
福
寿

院
（
花
畑
六
丁
目
一
五―

一
一
）
で
は
、

舞
い
手
た
ち
が
着
替
え
た
り
横
笛
の
練

習
を
し
た
り
し
な
が
ら
待
機
し
て
い
ま

し
た
。
午
前
十
時
を
回
る
と
、
御
神
酒

と
お
茶
で
お
清
め
を
済
ま
せ
た
舞
い
手

た
ち
の
行
列
が
始
ま
り
ま
す
。
行
列
は

警
察
官
の
誘
導
に
従
い
な
が
ら
、
「
花

畑
大
鷲
神
社
獅
子
舞
保
存
会
」
の
幟
を

先
頭
に
、
四
名
の
花
笠
（
菅
笠
型
で
、

緋
垂
幕
と
藤
花
で
顔
周
り
を
囲
っ
た
も

の
。
頭
頂
部
の
飾
り
は
牡
丹
の
花
が
二

名
・
日
輪
と
三
日
月
が
一
名
ず
つ
）
、

御
幣
（
ご
へ
い
）
持
ち
、
大
獅
子
・
中

獅
子
・
母
獅
子
（
か
か
じ
し
）
の
三
匹

獅
子
、
横
笛
方
衆
と
続
き
、
大
鷲
神
社

へ
と
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

獅
子
舞
は
、
岡
崎
の
舞
・
幣
掛
り

（
へ
い
が
か
り
・
ひ
が
か
り
）
の
舞
・

橋
渡
り
の
舞
・
花
隠
し
の
舞
の
四
曲
か

ら
な
り
、
午
前
中
に
岡
崎
の
舞
・
幣
掛

り
の
舞
・
橋
渡
り
の
舞
、
午
後
に
は
二

度
目
と
な
る
岡
崎
の
舞
・
幣
掛
り
の
舞
、

花
隠
し
の
舞
が
舞
わ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
れ

ら
と
は
別
に
、
各
舞
の
始
め
と
終
わ
り
に

出
入
り
の
舞
が
、
福
寿
院
か
ら
出
発
す
る

時
と
戻
る
時
に
道
行
（
み
ち
ゆ
き
）
の
舞

が
舞
わ
れ
ま
す
。

　

神
社
で
は
ま
ず
、
拝
殿
を
背
に
す
る
形

で
御
幣
持
ち
が
座
り
、
四
隅
に
は
花
笠
が

立
ち
、
そ
の
中
で
獅
子
た
ち
が
岡
崎
の
舞

を
舞
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
階
段
を
下
っ

た
先
に
設
け
ら
れ
た
舞
庭
（
柱
四
本
を
立

て
て
竹
を
渡
し
、
葦
簾
を
被
せ
た
も
の
）

に
場
所
を
移
し
て
舞
が
続
き
ま
す
。
様
々

な
舞
が
披
露
さ
れ
る
中
で
、
保
存
会
の
会

員
が
マ
イ
ク
を
と
り
、
舞
い
手
は
誰
か
、

こ
の
舞
の
意
味
は
何
か
、
見
ど
こ
ろ
は
ど

こ
か
と
い
っ
た
解
説
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
解
説
は
、
見
物
客
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
舞

の
意
味
を
理
解
し
た
う
え
で
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
数
年
前
に
始

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

花畑大鷲神社獅子舞奉納2025…
遡及年号板碑について…
花畑大鷲神社獅子舞奉納2025…
遡及年号板碑について…

大
鷲
神
社
の
拝
殿
前
で
披
露
さ
れ
る
岡
崎
の
舞

郷土博物館

はな はた おお とり じん じゃ

照り返しの激しい路面を進む獅子舞の行列

花畑大鷲神社獅子舞奉納2025
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当
日
の
気
温
は
午
前
中
か
ら
三
十
三
度

を
超
え
て
お
り
、
路
上
に
境
内
に
強
い
日

差
し
が
降
り
注
ぎ
ま
す
。
獅
子
舞
を
披
露

す
る
際
に
は
万
全
の
暑
さ
対
策
が
と
ら
れ

ま
し
た
。
花
笠
は
小
学
生
の
役
目
で
す
が
、

そ
の
そ
ば
に
は
保
護
者
や
保
存
会
員
が
控

え
て
お
り
、
ハ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ン
や
う
ち
わ

で
風
を
送
っ
た
り
、
冷
却
ス
プ
レ
ー
を
か

け
た
り
し
て
、
厳
し
い
暑
さ
を
和
ら
げ
る

工
夫
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
獅
子
も
、
一

匹
が
前
方
に
出
て
待
っ
て
い
る
間
、
後
方

に
控
え
て
い
る
二
匹
は
同
じ
よ
う
に
風
を

送
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
多
く
の
奉
納
者
が
神
社

を
訪
ね
、
受
付
で
金
一
封
金
を
奉
納
し
、

返
礼
品
と
し
て
「
悪
疫
退
除
之
神
符
」
と

書
か
れ
た
御
札
が
つ
い
た
藤
の
造
花
、
酒
、

礼
状
が
入
っ
た
紙
袋
を
受
け
取
っ
て
い
ま

し
た
。

■
三
匹
獅
子
舞
に
つ
い
て　

大
鷲
神
社
の

獅
子
舞
は
、
舞
い
手
が
一
人
ず
つ
三
匹
の

獅
子
に
扮
し
ま
す
。
獅
子
頭
は
黒
い
顔
で
、

角
の
有
無
や
形
状
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
お

り
、
胴
に
は
締
太
鼓
を
く
く
り
つ
け
た
姿

を
し
て
い
ま
す
。
「
一
人
立
三
匹
獅

子
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
種
の
獅
子
舞

は
東
日
本
に
多
く
分
布
し
、
都
内
で

は
廃
絶
・
中
止
さ
れ
た
も
の
も
含
め

八
十
か
所
以
上
の
所
在
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
（
注
一
）
。

　

様
々
な
舞
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
目

を
引
く
の
が
、
終
盤
に
演
じ
ら
れ
る

花
隠
し
の
舞
で
す
。
各
地
の
三
匹
獅

子
に
見
ら
れ
る
舞
の
一
つ
で
、
多
く

は
「
雌
獅
子
隠
し
（
め
じ
し
か
く
し
。
牝

獅
子
隠
し
、
女
獅
子
隠
し
と
も
）
」
と
呼

ば
れ
ま
す
。
雌
獅
子
が
姿
を
消
し
て
し
ま

い
、
二
匹
の
雄
の
獅
子
が
、
ど
ち
ら
が
先

に
雌
獅
子
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
競
い
な
が

ら
探
し
回
る
と
い
う
筋
立
て
は
概
ね
共
通

し
て
い
ま
す
。
足
立
区
鹿
浜
の
獅
子
舞
も
、

一
匹
の
雌
獅
子
を
二
匹
の
雄
獅
子
が
取
り

合
っ
て
争
う
と
い
う
筋
の
舞
が
あ
り
ま
す

（
注
二
）
。
他
方
、
大
鷲
神
社
で
は
、
母

獅
子
と
そ
の
子
で
兄
で
あ
る
大
獅
子
、
弟

の
中
獅
子
の
三
匹
が
街
に
繰
り
出
し
た
と

こ
ろ
、
人
混
み
の
中
で
母
獅
子
が
姿
を
消

し
て
し
ま
い
、
兄
弟
で
探
し
回
る
と
説
明

さ
れ
る
点
が
特
徴
的
で
す
。
雄
獅
子
同
士

が
相
手
を
欺
こ
う
と
す
る
所
作
に
も
違
い

が
あ
り
ま
す
。
花
畑
で
は
、
中
獅
子
が
先

に
母
獅
子
を
見
つ
け
て
独
り
占
め
し
よ
う

と
す
る
た
め
、
大
獅
子
が
手
に
持
っ
て
い

る
ば
ち
で
地
面
に
印
を
書
き
、
中
獅
子
の

関
心
を
そ
ち
ら
に
向
け
さ
せ
よ
う
と
し
ま

す
。
鹿
浜
で
も
同
様
に
中
獅
子
が
先
に
母

獅
子
を
見
つ
け
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
大
獅

子
は
飴
を
中
獅
子
に
あ
げ
る
ふ
り
を
し
て

気
を
惹
こ
う
と
し
ま
す
（
注
三
）
。
こ
の

よ
う
に
、
大
筋
は
共
通
し
て
い
て
も
、
獅

子
同
士
の
関
係
や
細
か
い
所
作
、
そ
の
意

味
づ
け
は
様
々
で
あ
り
、
各
地
域
の
歩
み

や
伝
承
の
独
自
性
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
獅
子
舞
の
担
い
手
た
ち　

獅
子
舞
は
花

畑
大
鷲
神
社
獅
子
舞
保
存
会
と
鷲
宿
町
会

（
わ
し
じ
ゅ
く
ち
ょ
う
か
い
）
が
実
行
・

保
存
の
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
獅
子
舞
奉

納
の
際
は
、
花
畑
大
鷲
神
社
若
鷲

会
（
わ
か
わ
し
か
い
）
と
鷲
宿
町

子
供
会
が
協
力
す
る
と
い
う
構
成

を
と
り
ま
す
。
若
鷲
会
は
境
内
に

お
い
て
無
料
の
射
的
・
輪
投
げ
コ

ー
ナ
ー
の
運
営
と
、
か
き
氷
・
ラ

ム
ネ
の
販
売
を
行
い
、
鷲
宿
町
会

子
供
会
は
花
笠
役
と
笛
の
奏
者
を

務
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
獅
子
舞
の
練
習
は
一
年

を
通
じ
て
毎
月
一
回
、
本
番
の
一
か
月
前

か
ら
は
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
や
学

校
の
あ
る
人
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
練
習

時
間
は
夜
に
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
元
々

は
、
獅
子
舞
の
舞
い
手
は
男
性
の
み
と
決

ま
っ
て
お
り
、
女
性
が
舞
う
こ
と
は
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
か
ら
十
五

年
ほ
ど
前
に
、
ど
う
し
て
も
舞
い
た
い
と

声
を
あ
げ
た
女
性
が
お
り
、
そ
れ
以
来
女

性
も
舞
い
手
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

竹
内
陽
菜
（
た
け
う
ち
ひ
な
）
さ
ん
は
、

今
年
獅
子
舞
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
中
学

二
年
生
で
す
。
午
前
中
の
橋
渡
り
の
舞
と
、

午
後
の
御
幣
掛
り
の
舞
に
お
い
て
母
獅
子

に
扮
し
、
大
人
に
も
負
け
な
い
堂
々
と
し

た
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

大
鷲
神
社
の
獅
子
舞
は
、
女
性
も
舞
い

手
に
加
わ
る
、
暑
さ
対
策
を
と
る
、
舞
の

解
説
を
行
う
な
ど
時
代
に
応
じ
て
形
を
変

え
つ
つ
も
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
夏

の
行
事
と
し
て
今
日
も
花
畑
の
地
に
息
づ

い
て
い
ま
す
。

【
脚
注
】

（
注
一
）
笹
原
亮
二
「
三
匹
獅
子
舞
の
分

布
」
『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』

（
二
十
六‐

二
）
、
一
七
一
頁
〜
二
三
六

頁
、
二
〇
一
〇
年

（
注
二
）
東
京
都
足
立
区
教
育
委
員
会
民

俗
調
査
団
『
足
立
区
文
化
財
調
査
報
告
書

　

民
俗
編
』
、
九
頁
、
一
九
八
五
年

（
注
三
）
前
掲
書
（
二
）
、
九
〜
十
頁

　
（
郷
土
博
物
館
専
門
員
　
伊
藤
早
穂
子
） 初めて獅子舞を披露した竹内さん

獅子舞の場所は２か所
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■
板
碑
の
紀
年
銘　

中
世
に
数
多
く
造
立

さ
れ
た
板
碑
の
史
料
的
特
徴
と
し
て
「
そ

の
全
て
に
紀
年
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
」
点

が
挙
げ
ら
れ
る
（
千
々
和
、
一
九
八
八

年
）
。
区
内
に
現
存
す
る
板
碑
の
紀
年
銘

に
注
目
す
る
と
、
改
元
前
に
も
か
か
わ
ら

ず
改
元
後
の
新
年
号
を
刻
む
四
基
の
板
碑

を
確
認
で
き
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
改

元
前
に
新
年
号
が
使
用
さ
れ
た
板
碑
を

「
遡
及
年
号
板
碑
」
と
呼
称
す
る
。

■
遡
及
年
号　

遡
及
年
号
は
古
文
書
に
お

い
て
も
そ
の
使
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

服
部
英
雄
氏
は
遡
及
年
号
が
使
用
さ
れ
た

古
文
書
の
多
く
が
偽
文
書
で
あ
る
、
と
報

告
し
て
い
る
（
服
部
氏
は
遡
及
年
号
を

「
未
来
年
号
」
と
す
る
。
服
部
、
一
九
八

三
年
）
。
一
方
、
千
々
和
到
氏
は
仏
像
の

造
像
銘
が
板
碑
と
性
格
が
比
較
的
近
い
と

し
て
、
次
の
「
埼
玉
県
行
田
市
長
福
寺
阿

弥
陀
如
来
坐
像
膝
裏
墨
書
銘
」
を
紹
介
し
、

検
討
し
て
い
る
。

　
　

正
慶
元
年
申
壬
正
月
十
一
日
造
始

　
　

同
癸
酉
十
月
下
旬
奉
修
造
也
、

正
慶
の
改
元
は
元
徳
四
年
（
一
三
二
九
）

八
月
二
十
九
日
で
正
月
十
一
日
時
点
で
は

元
徳
四
年
が
正
し
く
、
「
同
癸
酉
」
は
正

慶
二
年
に
当
た
る
。
造
立
開
始
か
ら
完
成

ま
で
の
期
間
は
わ
ず
か
一
年
で
あ
り
、
改

元
の
日
を
忘
れ
た
と
い
う
単
純
な
も
の
で

は
な
い
と
し
、
改
元
の
年
を
呼
ぶ
の
に
新

年
号
を
用
い
る
こ
と
が
一
般
の
意
識
の
中

に
広
く
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
、

板
碑
や
仏
像
の
造
像
銘
の
遡
及
年
号
の
使

用
が
、
た
だ
ち
に
、
改
竄
や
偽
物
を
示
す

も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
（
千
々
和
、

一
九
八
八
年
）
。

　

以
上
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
区
内
現
存
の

四
基
の
板
碑
に
改
元
前
の
年
号
が
刻
ま
れ

た
の
か
考
え
て
み
た
い
。

■
四
基
の
「
遡
及
年
号
板
碑
」
次
に
、
区

内
現
存
の「
遡
及
年
号
板
碑
」を
紹
介
す
る
。

　

【
拓
影
１
】

№
１
・
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
六
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
扇　

瑞
応
寺
）

＊
報
徳
元
年
の
干
支
は
「
己
巳
」
同
板
碑
は
「
己
卯
」
【
部
分
拡
大
】
参
照

【部分拡大】
拓影で確認できるようにいずれも
上部に主尊（阿弥陀修種子）、下
に人名を刻み、それを挟むように
右に年、左に月日が刻まれている。

【
拓
影
２
】

№
２
・
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
四
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
入
谷　

南
光
寺
）

そ
　き
ゅ
う
　ね
ん
ご
う
い
た

び

関
口　

崇
史

遡
及
年
号
板
碑
に
つ
い
て
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■
遡
及
年
号
が
意
味
す
る
も
の　

板
碑
の

紀
年
銘
は
造
立
日
、
ま
た
は
、
被
供
養
者

の
忌
日
の
い
ず
れ
か
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
四
基
の
板
碑
は
ど
ち
ら
に
該

当
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
紀
年

銘
が
造
立
日
な
ら
ば
造
立
時
点
の
紀
年
銘

を
刻
め
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。
改
元
後

で
あ
っ
て
も
、
改
元
が
伝
わ
っ
て
い
な
い

の
で
あ
れ
ば
旧
年
号
が
使
用
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
。

　

一
方
、
板
碑
造
立
の
発
願
日
が
刻
ま
れ

た
場
合
、
発
願
は
改
元
前
の
時
期
で
あ
っ

た
が
、
造
立
は
改
元
後
で
あ
っ
た
の
で
、

発
願
の
紀
年
銘
に
新
年
号
が
さ
か
の
ぼ
っ

て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。

前
述
の
千
々
和
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
考

え
れ
ば
、
四
基
の
紀
年
銘
は
造
立
発
願
日

で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
今
後
の
板
碑
の
造

立
供
養
の
実
態
の
解
明
に
よ
り
明
ら
か
に

な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
足
立
区
文
化
財
調
査
員
）

【
参
考
文
献
】

服
部
英
雄
「
未
来
年
号
考‐

文
書
の
日
付

と
そ
れ
が
書
か
れ
た
日‐

」
（
『
古
文
書

研
究
』
二
〇
、
一
九
八
三
年
）

千
々
和
到
『
板
碑
と
そ
の
時
代―

て
ぢ
か

な
文
化
財
・
み
ぢ
か
な
中
世―

』
（
平
凡

社
、
一
九
八
八
年
）

太
田
ま
り
子
「
板
碑
の
紀
年
銘
」
（
『
季

刊　

考
古
学
』
第
一
四
七
号
、
二
〇
一
九

年
）

【
拓
影
４
】

№
４
・
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
七
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
谷
在
家　

本
応
寺
）

【
拓
影
３
】

№
３
・
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
六
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
花
畑　

実
性
寺
旧
在

【表】遡及年号板碑

宝徳元年６月５日

長禄元年４月30日

延徳元年６月29日

大永元年７月27日

文安６年７月28日

康正３年９月28日

長享３年８月21日

永正18年8月23日

１４４９

１４５７

１４８９

１５２１

慶珎阿闍梨

妙西禅尼

妙西禅尼

妙教童女

扇　瑞応寺

入谷　南光寺

谷在家　本応寺

足立区立郷土博物館
（花畑　実性寺旧在）

１

２

３

４

紀年名 改元日 西　暦 人　名 所在地


